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は
じ
め
に

　

江
戸
の
小
日
向
三
軒
町
に
伊
勢
屋
長
兵
衛
と
い
う
質
屋
が
存
在
し
た
。
筆
者
は
、
そ
の
伊
勢
屋
で
作
成
さ
れ
た
慶
応
期
の
「
日
記
」（
大

倉
精
神
文
化
研
究
所
所
蔵
「
金
沢
甚
衛
旧
蔵
資
料
」
ウ
三
─
二
九
～
三
二
）
を
用
い
て
、
幕
府
や
大
名
と
の
関
係
、
特
に
金
銭
の
用
立
て
、

料
理
茶
屋
で
の
饗
応
、
藩
の
勝
手
向
奉
公
な
ど
を
取
り
上
げ
た
（
拙
稿
「
江
戸
山
の
手
の
質
屋
伊
勢
屋
長
兵
衛
と
幕
府
・
大
名
―
用
立
・

饗
応
・
勝
手
向
奉
公
―
」『
大
倉
山
論
集
』
六
四
輯
、
二
〇
一
八
年
）。「
山
の
手
切
つ
て
の
名
代
の
質
商
」
と
も
称
さ
れ
た
伊
勢
屋
は
、

小
日
向
や
小
石
川
・
大
塚
・
牛
込
・
飯
田
町
あ
た
り
に
屋
敷
を
構
え
て
い
た
大
名
や
旗
本
に
と
っ
て
必
要
不
可
欠
な
存
在
だ
っ
た
の
で
あ

る
。

　

本
稿
で
は
、
同
じ
「
日
記
」
を
典
拠
と
し
て
、
伊
勢
屋
の
奉
公
人
に
関
す
る
雇
用
や
勤
務
の
実
態
を
解
明
し
て
い
き
た
い
。
こ
の
「
日

記
」
は
、
伊
勢
屋
の
奉
公
人
が
書
き
留
め
た
も
の
で
あ
る
。
具
体
的
な
動
向
を
奉
公
人
の
目
線
で
記
さ
れ
て
い
る
点
も
興
味
深
く
、
伊
勢

屋
当
主
や
奉
公
人
の
動
向
、
訪
問
先
や
来
客
の
対
応
な
ど
を
見
る
こ
と
が
で
き
る
。

　

幸
い
な
こ
と
に
、
慶
応
二
年
（
一
八
六
六
）
十
二
月
二
十
日
の
「
日
記
」
に
は
、
伊
勢
屋
の
規
模
や
奉
公
人
の
全
体
像
を
知
る
上
で
、

特
筆
す
べ
き
内
容
が
記
さ
れ
て
い
る
。

【
史
料
１
】

　
　

名
主
三
四
郎
殿
よ
り
昨
日
申
越
候
ニ
付
、
内
々
問
合
候
処
、
樽
役
所
よ
り
内
々
御
尋
有
之
趣
ニ
而
、
左
之
通
り
書
出
、

　
　

一
、
所
持
地
面　

弐
拾
五
ヶ
所

　
　
　
　
　
　

此
沽
券
金
高　

金
壱
万
七
千
九
拾
両
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一
、
質
物
・
家
質　

凡
金
高
壱
万
両

　
　

一
、
家
内
人
数　

弐
拾
三
人　

右
之
通
、
封
書
致
、
名
主
方
江
為
持
差
出
、　
　
使
仙
太
郎

　

こ
れ
に
よ
る
と
、
伊
勢
屋
の
所
持
地
は
二
十
五
ヶ
所
あ
り
、
沽
券
金
の
合
計
は
一
万
七
〇
九
〇
両
で
あ
っ
た
。
質
物
・
家
賃
は
約
一
万

両
に
の
ぼ
り
、「
家
内
人
数
」
が
二
十
三
人
と
い
う
こ
と
も
判
明
す
る
。

　

前
日
の
十
二
月
十
九
日
、
伊
勢
屋
は
名
主
飯
塚
三
四
郎
か
ら
、
あ
る
依
頼
を
受
け
て
い
た
。
幕
府
へ
の
御
用
金
に
関
す
る
身
元
調
書
に

つ
い
て
、
世
話
掛
名
主
へ
提
出
し
た
際
の
下
書
が
あ
れ
ば
、
そ
れ
を
一
覧
し
た
い
と
い
う
も
の
で
あ
っ
た
。
そ
し
て
、
伊
勢
屋
が
内
々
に

問
い
合
わ
せ
た
と
こ
ろ
、
江
戸
町
年
寄
の
樽
役
所
か
ら
の
調
査
依
頼
で
あ
る
こ
と
が
わ
か
り
、
書
面
に
記
し
て
飯
塚
へ
提
出
し
た
内
容
の

写
し
が
【
史
料
１
】
の
文
面
で
あ
る
。

　

そ
こ
で
、「
日
記
」
を
丹
念
に
読
ん
で
い
く
と
、
奉
公
人
の
名
前
や
役
割
、
雇
用
や
給
金
な
ど
浮
き
彫
り
に
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
現

存
し
て
い
る
記
録
は
、
慶
応
元
年
七
～
十
二
月
（
ウ
三
─
二
九
）、
同
二
年
七
月
～
十
二
月
（
ウ
三
─
三
〇
）、
同
三
年
正
～
六
月
（
ウ
三

─
三
一
）、
同
七
～
十
二
月
（
ウ
三
─
三
二
）
の
四
冊
で
あ
る
。

　

な
お
、
伊
勢
屋
は
江
戸
各
所
の
所
持
地
を
「
家
守
」
に
管
理
さ
せ
て
い
た
が
、
こ
の
所
持
地
と
家
守
に
つ
い
て
は
別
稿
で
述
べ
る
こ
と

と
し
た
い
。
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一　

番
頭
と
手
代

（
１
）
番
頭
細
井
貞
治
郎

　

ま
ず
、
番
頭
に
つ
い
て
で
あ
る
が
、「
日
記
」
に
は
誰
が
つ
と
め
て
い
た
の
か
は
明
確
に
記
さ
れ
て
い
な
い
。
し
か
し
、
慶
応
三
年
（
一

八
六
七
）
四
月
十
日
に
書
き
写
さ
れ
た
小
日
向
松
ヶ
枝
町
の
家
守
か
ら
の
書
状
に
は
、
宛
先
が
「
伊
勢
屋
長
兵
衛
様
御
番
頭
中
」
と
さ
れ

て
い
る
。
伊
勢
屋
に
番
頭
を
担
う
者
が
存
在
し
、
周
囲
か
ら
も
そ
の
よ
う
に
認
識
さ
れ
て
い
た
こ
と
は
間
違
い
な
い
。

　

で
は
、
番
頭
は
誰
で
あ
ろ
う
か
。「
貞
治
郎
」（
貞
次
郎
）
が
該
当
す
る
と
、
筆
者
は
考
え
て
い
る
。

　

当
主
の
長
兵
衛
に
つ
い
て
は
「
旦
那
様
」、
そ
の
後
見
を
担
っ
た
渡
辺
又
四
郎
は
「
渡
辺
様
」
あ
る
い
は
「
御
新
宅
様
」
と
い
う
よ
う
に
、

「
様
」
の
敬
称
が
付
け
ら
れ
て
い
る
。
加
え
て
貞
治
郎
も
、「
様
」
や
「
殿
」
と
記
さ
れ
る
場
合
が
あ
る
。
こ
う
し
た
敬
称
付
き
の
奉
公
人

は
貞
治
郎
の
み
で
、
他
に
は
見
ら
れ
な
い
。

　

そ
こ
で
、「
日
記
」
の
筆
跡
を
見
て
み
る
と
、
複
数
の
書
き
手
に
よ
る
こ
と
が
わ
か
る
。
番
頭
の
貞
治
郎
が
記
入
す
る
場
合
は
、
自
身

に
「
様
」
や
「
殿
」
を
付
け
な
い
。
一
方
、
貞
治
郎
が
外
出
で
不
在
の
時
な
ど
、
手
代
が
書
き
手
と
な
っ
た
際
に
は
、
貞
治
郎
に
敬
称
を

付
け
た
と
思
わ
れ
る
。

　

改
め
て
述
べ
る
と
、「
日
記
」
は
伊
勢
屋
の
番
頭
と
手
代
に
よ
り
書
き
継
が
れ
た
記
録
で
あ
る
。

　

さ
て
、
番
頭
貞
治
郎
の
動
向
に
つ
い
て
見
て
い
く
と
、
当
主
伊
勢
屋
長
兵
衛
の
名
代
と
し
て
外
出
し
、
来
客
へ
の
対
応
な
ど
を
つ
と
め

て
い
る
。

　

慶
応
元
年
十
二
月
二
十
七
日
、
旗
本
の
秋
元
右
近
へ
年
賦
金
を
渡
し
た
際
、
そ
の
挨
拶
金
を
受
け
取
っ
て
い
る
。
長
兵
衛
が
金
千
疋
で
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あ
る
の
に
対
し
、「
渡
辺
様
」
に
三
百
疋
、「
貞
次
郎
様
」
に
は
二
百
疋
が
送
ら
れ
た
。
金
額
に
違
い
は
あ
る
も
の
の
、
後
見
人
と
番
頭
は

他
の
奉
公
人
と
一
線
を
画
し
て
い
た
の
で
あ
り
、
後
見
人
は
番
頭
よ
り
上
位
に
置
か
れ
て
い
た
こ
と
が
伺
え
る
。

　

ま
た
、
貞
治
郎
は
伊
勢
屋
内
で
暮
ら
し
て
い
た
よ
う
で
あ
る
。
伊
勢
屋
の
後
見
人
渡
辺
又
四
郎
は
小
日
向
正
智
院
前
町
に
居
宅
が
あ
り
、

時
に
応
じ
て
そ
こ
か
ら
小
日
向
三
軒
町
の
伊
勢
屋
に
来
て
い
た
。
後
述
す
る
手
代
も
、
伊
勢
屋
内
に
居
住
し
て
い
な
い
。

　

さ
ら
に
、
貞
治
郎
の
出
身
地
と
名
字
も
「
日
記
」
か
ら
推
定
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

　

慶
応
二
年
七
月
五
日
、
貞
治
郎
は
梅
田
村
（
現
足
立
区
梅
田
か
）
へ
出
発
し
た
。「
御
老
父
」
の
病
気
見
舞
い
が
目
的
で
あ
る
。
同
月

十
五
日
に
は
、「
御
在
所
」
へ
帰
っ
て
い
た
貞
治
郎
が
「
御
尊
父
御
快
方
」
に
よ
り
伊
勢
屋
へ
戻
っ
て
き
て
い
る
。
貞
治
郎
の
故
郷
は
梅

田
村
と
い
う
こ
と
が
明
確
で
あ
ろ
う
。

　

そ
し
て
同
月
二
十
五
日
、「
梅
田
細
井
伝
次
郎
様
よ
り
隠
居
大
病
」
を
伝
え
る
使
者
が
来
訪
し
、
貞
治
郎
は
「
御
隙
」
を
願
い
出
て
い
る
。

「
御
暇
」
が
雇
用
関
係
の
終
了
を
示
す
の
に
対
し
、「
御
隙
」
は
一
時
的
な
休
暇
を
意
味
す
る
よ
う
で
、
貞
治
郎
は
「
御
隙
」
を
貰
っ
て
梅

田
村
へ
出
立
し
て
い
る
の
で
あ
る
。

　

し
か
し
、
梅
田
村
へ
帰
郷
中
の
同
月
二
十
九
日
、
貞
治
郎
の
老
父
は
養
生
叶
わ
ず
病
死
し
た
。
そ
の
知
ら
せ
が
伊
勢
屋
に
届
け
ら
れ
た

八
月
三
日
に
は
、「
梅
田
村
細
井
伝
次
郎
殿
、
御
尊
父
伝
蔵
様
去
廿
九
日
御
死
去
之
旨
為
御
知
有
之
」
と
記
さ
れ
て
い
る
。
死
去
し
た
父

親
は
「
細
井
伝
蔵
」、
そ
の
家
督
相
続
者
は
貞
治
郎
の
兄
弟
と
思
わ
れ
る
「
細
井
伝
次
郎
」
で
あ
っ
た
。
貞
治
郎
は
八
月
八
日
に
「
御
実

家
」
か
ら
伊
勢
屋
に
戻
っ
て
い
る
。

　

す
な
わ
ち
、
伊
勢
屋
の
番
頭
は
梅
田
村
出
身
の
「
細
井
貞
治
郎
」
で
あ
る
こ
と
が
判
明
し
た
。

　

こ
の
細
井
家
と
伊
勢
屋
は
親
密
な
間
柄
に
あ
っ
た
よ
う
で
あ
る
。

　

慶
応
元
年
九
月
、「
細
井
伝
蔵
様
御
家
内
」
す
な
わ
ち
貞
治
郎
の
母
親
が
伊
勢
屋
に
五
泊
し
て
お
り
、
そ
の
間
に
伊
勢
屋
の
「
御
隠
居
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様
」
た
ち
と
浅
草
へ
出
か
け
て
い
る
。
慶
応
三
年
三
月
十
三
日
に
は
「
御
隠
居
様
・
お
松
様
・
梅
田
老
母
」
が
浅
草
猿
若
町
で
芝
居
見
物

を
し
て
い
る
が
、「
梅
田
老
母
」
は
貞
治
郎
の
母
親
で
あ
ろ
う
。

　

貞
治
郎
の
兄
弟
と
思
わ
れ
る
細
井
伝
次
郎
の
場
合
、
同
年
九
月
六
日
に
本
郷
で
用
事
を
済
ま
せ
た
の
が
夕
刻
と
な
っ
た
た
め
、
梅
田
村

へ
は
帰
ら
ず
、
伊
勢
屋
で
一
泊
し
た
と
い
う
事
例
が
見
ら
れ
る
。
こ
の
こ
と
か
ら
も
、
番
頭
貞
治
郎
は
伊
勢
屋
内
に
居
住
し
て
い
た
と
考

え
ら
れ
る
。

（
２
）
通
勤
手
代

　

次
は
、
手
代
に
つ
い
て
で
あ
る
。
番
頭
貞
治
郎
を
補
佐
し
、
あ
る
い
は
そ
の
代
理
で
働
き
、
か
つ
下
男
で
は
な
い
者
が
確
認
で
き
る
。

七
五
郎
・
元
治
郎
・
文
蔵
の
三
名
で
、
彼
ら
が
手
代
を
つ
と
め
て
い
た
と
思
わ
れ
る
。

　

一
人
目
の
七
五
郎
は
、
最
も
数
多
く
「
日
記
」
に
登
場
す
る
人
物
で
、
四
百
五
十
回
を
越
え
る
。

　

こ
の
七
五
郎
を
手
代
と
す
る
根
拠
を
述
べ
た
い
。
慶
応
二
年
十
二
月
二
十
五
日
、
旗
本
伊
沢
家
の
家
臣
に
よ
る
書
状
が
伊
勢
屋
に
届
け

ら
れ
た
。
借
金
の
返
済
に
訪
問
し
た
い
が
、
繁
多
な
状
況
の
た
め
、「
手
代
」
の
誰
か
を
寄
越
し
て
ほ
し
い
と
い
う
内
容
で
あ
っ
た
。
そ

れ
を
受
け
て
、
翌
日
に
伊
沢
家
へ
向
か
っ
た
の
が
「
七
五
郎
」
で
あ
る
。
七
五
郎
は
手
代
の
一
人
と
考
え
て
良
い
だ
ろ
う
。

　

番
頭
の
貞
治
郎
が
伊
勢
屋
内
に
居
住
し
て
い
た
の
に
対
し
、
手
代
の
七
五
郎
は
「
通

か
よ
い
づ
と
め
勤
」
で
あ
っ
た
。
そ
の
居
住
地
は
不
明
だ
が
、
毎

日
の
よ
う
に
出
勤
し
て
い
る
の
で
、
小
日
向
三
軒
町
に
近
い
場
所
と
想
定
さ
れ
る
。

　

ま
た
、
七
五
郎
は
自
ら
の
「
娘
縁
談
」
や
「
伜
婚
姻
」
の
際
に
「
御
隙
」
を
願
い
出
て
、「
通
勤
」
を
し
な
い
日
が
あ
り
、
三
十
代
か

ら
五
十
代
あ
た
り
の
壮
年
と
見
受
け
ら
れ
る
。
慶
応
三
年
六
月
晦
日
か
ら
九
月
十
四
日
ま
で
の
二
ヶ
月
半
、
病
気
に
よ
り
長
期
療
養
す
る

こ
と
も
あ
っ
た
。
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以
上
よ
り
、
小
日
向
三
軒
町
の
近
く
で
家
族
と
と
も
に
暮
ら
し
な
が
ら
、
毎
日
伊
勢
屋
に
通
勤
奉
公
を
し
て
い
た
壮
年
の
手
代
、
と
い

う
七
五
郎
の
姿
が
浮
か
び
上
が
る
。

　

二
人
目
の
元
治
郎
も
、
通
勤
奉
公
を
す
る
手
代
で
あ
っ
た
。

　

慶
応
二
年
十
一
月
十
四
日
、
元
治
郎
は
足
の
痛
み
に
よ
り
出
勤
で
き
な
く
な
っ
た
た
め
、
そ
の
旨
を
姉
に
託
し
て
伊
勢
屋
へ
届
け
出
て

い
る
。
元
治
郎
は
独
身
と
推
察
さ
れ
る
が
、
姉
と
同
居
し
て
い
た
の
で
あ
ろ
う
か
。

　

元
治
郎
に
は
定
吉
と
い
う
弟
も
い
た
が
、
定
吉
は
「
浅
草
馬
道
住
居
」
と
い
う
こ
と
が
慶
応
二
年
十
月
三
日
に
記
さ
れ
て
い
る
。

　

七
五
郎
と
元
治
郎
は
、
七
五
郎
の
方
が
上
位
に
位
置
づ
け
ら
れ
て
い
た
よ
う
で
、
二
人
が
並
記
さ
れ
る
際
は
必
ず
そ
の
順
番
で
あ
る
。

同
じ
こ
と
は
元
治
郎
と
文
蔵
の
関
係
に
も
当
て
は
ま
る
。
伊
勢
屋
の
手
代
に
は
、
七
五
郎
・
元
治
郎
・
文
蔵
と
い
う
序
列
が
存
在
し
て
い

た
の
で
あ
る
。

　

三
人
目
の
文
蔵
も
通
勤
奉
公
を
し
て
い
た
。
慶
応
二
年
十
二
月
二
十
七
日
、
外
出
先
で
足
を
痛
め
た
文
蔵
が
「
自
分
宅
」
へ
引
き
返
し

た
と
あ
る
。「
文
蔵
女
房
」
の
存
在
も
確
認
で
き
る
。

　

文
蔵
に
関
し
て
は
、
そ
の
手
当
が
判
明
す
る
こ
と
も
興
味
深
い
。

【
史
料
２
】

一
、
手
代
文
蔵
儀
、
借
財
等
有
之
差
支
、
壱
両
前
借
願
出
候
ニ
付
、
素
々
手
当
も
薄
候
間
、
九
月
朔
日
ゟ
金
三
両
手
当
相
増
、
壱
ヶ

年
九
両
手
当
ニ
申
聞
候
、

　

右
は
慶
応
二
年
九
月
九
日
の
一
文
で
あ
る
。「
手
代
文
蔵
」
と
い
う
よ
う
に
、
手
代
を
つ
と
め
て
い
た
こ
と
が
確
定
す
る
。

　

そ
し
て
、
借
財
を
抱
え
て
い
た
文
蔵
は
、
一
両
を
前
借
り
し
た
い
と
願
い
出
て
い
た
。
文
蔵
へ
の
手
当
が
少
な
い
こ
と
を
考
慮
し
た
伊

勢
屋
は
、
三
両
を
増
額
し
、
一
年
で
九
両
に
す
る
こ
と
を
定
め
て
い
る
。
同
時
に
、
そ
れ
ま
で
の
手
当
は
年
六
両
で
あ
っ
た
こ
と
が
判
明
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す
る
。

　

ま
た
、
文
蔵
は
「
日
記
」
に
二
百
五
十
回
以
上
登
場
す
る
が
、
慶
応
元
年
に
は
そ
の
名
前
が
見
ら
れ
な
い
。
お
そ
ら
く
、「
日
記
」
が

現
存
し
て
い
な
い
慶
応
二
年
の
正
月
か
ら
六
月
の
間
に
雇
用
さ
れ
、
そ
の
際
に
年
六
両
と
い
う
契
約
を
交
わ
し
た
の
で
あ
ろ
う
。

　

一
方
、
文
蔵
よ
り
上
位
に
あ
り
、
以
前
か
ら
手
代
を
つ
と
め
て
い
た
七
五
郎
と
元
治
郎
は
、
年
間
九
両
以
上
の
手
当
を
得
て
い
た
と
推

し
量
る
こ
と
も
で
き
る
。

　

と
こ
ろ
が
、
慶
応
三
年
十
二
月
二
十
八
日
に
は
次
の
よ
う
に
記
さ
れ
て
い
る
。

【
史
料
３
】

一
、
通
勤
文
蔵
義
、
此
度
省
略
之
廉
を
以
、
永
々
暇
差
遣
し
候
ニ
付
、
請
人
平
八
代
兼
亀
吉
同
道
出
候
ニ
付
、
右
之
条
申
渡
、
御
給

金
貸
越
金
弐
分
銀
拾
匁
別
段
為
御
手
当
金
千
疋
、
并
来
正
月
壱
ヶ
月
壱
人
扶
持
方
遣
ス
、
引
取
一
札
取
之
、

　

文
蔵
は
「
永
々
暇
」、
す
な
わ
ち
伊
勢
屋
か
ら
解
雇
が
申
し
渡
さ
れ
た
。
こ
の
時
期
の
伊
勢
屋
は
財
務
的
に
厳
し
く
、
他
の
町
人
に
借

金
を
申
し
込
ん
で
い
る
こ
と
が
「
日
記
」
に
見
ら
れ
る
。「
省
略
」（
人
員
削
減
）
の
対
象
と
し
て
、
前
年
に
雇
用
し
た
ば
か
り
の
手
代
文

蔵
に
暇
が
出
さ
れ
た
の
で
あ
る
。

　

こ
こ
ま
で
三
人
の
手
代
を
取
り
上
げ
た
が
、
彦
兵
衛
と
い
う
人
物
も
手
代
の
可
能
性
が
あ
る
。
彦
兵
衛
が
「
日
記
」
に
登
場
す
る
の
は
、

慶
応
元
年
に
限
定
さ
れ
て
い
る
。
七
五
郎
・
元
治
郎
・
彦
兵
衛
が
つ
と
め
て
い
た
手
代
は
、
慶
応
二
年
の
前
半
に
彦
兵
衛
が
文
蔵
に
交
代

し
た
と
思
わ
れ
る
。

　

そ
の
彦
兵
衛
に
つ
い
て
、
次
の
よ
う
な
記
述
が
あ
る
。

【
史
料
４
】

　
　

彦
兵
衛
儀
、
大
塚
壱
丁
目
辺
江
住
居
見
当
候
趣
、
就
而
者
来
ル
廿
日
引
越
参
り
度
可
申
儀
候
、
則
引
取
候
、
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慶
応
元
年
十
一
月
十
四
日
、
彦
兵
衛
は
「
大
塚
壱
丁
目
辺
」
に
住
居
を
見
付
け
た
の
で
、
そ
こ
へ
引
っ
越
し
た
い
と
伊
勢
屋
に
申
し
出

て
い
る
。
最
後
に
「
引
取
候
」
と
あ
る
よ
う
に
、
彦
兵
衛
は
自
宅
へ
戻
っ
た
。
小
日
向
三
軒
町
と
大
塚
は
距
離
が
近
く
、「
通
勤
」
を
す

る
他
の
手
代
も
、
大
塚
や
小
日
向
・
小
石
川
な
ど
に
居
住
し
て
い
た
の
で
あ
ろ
う
。

二　

下
男
・
少
年
・
女
中

（
１
）
下
男
と
夜
番
勤

　

下
男
は
、
通
勤
奉
公
を
す
る
手
代
と
異
な
り
、
伊
勢
屋
内
で
生
活
し
て
い
た
。
そ
の
た
め
、
病
気
な
ど
の
場
合
に
は
宿
下
が
り
を
願
い

出
る
必
要
が
あ
っ
た
。

　

ま
た
、「
日
記
」
に
は
、
下
男
の
雇
用
・
解
雇
に
関
す
る
記
述
が
複
数
見
ら
れ
、
手
代
に
比
し
て
入
れ
替
わ
り
の
多
か
っ
た
こ
と
が
理

解
で
き
る
。

　

慶
応
元
年
八
月
二
十
九
日
、
伊
勢
屋
は
重
助
を
下
男
と
し
て
召
し
抱
え
た
。
雇
用
期
間
は
翌
年
八
月
ま
で
の
一
年
間
で
、「
御
給
金
四

両
」
と
決
め
ら
れ
て
い
る
。
こ
う
し
た
下
男
を
雇
う
際
に
は
「
請
人
」（
受
人
）、
つ
ま
り
保
証
人
が
必
要
で
、
重
助
の
そ
れ
は
小
日
向
正

智
院
前
町
の
嘉
七
と
い
う
人
物
で
あ
っ
た
。

　

同
年
九
月
二
十
六
日
、
下
男
を
つ
と
め
て
い
た
作
蔵
は
「
永
々
暇
」、
解
雇
と
な
っ
た
。「
不
束
之
義
有
之
」
と
い
う
理
由
で
、
詳
細
は

定
か
で
な
い
。
注
目
し
た
い
の
は
、
そ
の
翌
日
に
代
わ
り
の
下
男
を
雇
っ
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。
選
ば
れ
た
の
は
七
蔵
で
、
翌
年
九
月
ま

で
の
一
年
雇
用
、
給
金
は
六
両
と
さ
れ
た
。
解
雇
と
な
っ
た
作
蔵
の
請
人
は
深
川
扇
橋
町
の
清
吉
、
新
規
雇
用
と
な
っ
た
七
蔵
の
請
人
は

神
田
紺
屋
町
の
助
右
衛
門
で
あ
っ
た
。
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死
去
に
伴
い
、
下
男
が
交
代
す
る
事
例
も
あ
る
。
辰
蔵
は
慶
応
元
年
三
月
に
召
し
抱
え
ら
れ
た
ば
か
り
で
あ
っ
た
が
、
同
年
七
月
二
十

日
、
宿
下
が
り
を
し
て
い
た
牛
込
水
道
町
の
請
人
徳
兵
衛
方
で
死
去
し
た
。
そ
こ
で
伊
勢
屋
は
、
八
月
三
日
に
政
吉
を
給
金
五
両
で
一
年

間
雇
用
す
る
こ
と
と
し
た
。
政
吉
の
請
人
は
、
八
丁
堀
亀
嶋
町
の
東
兵
衛
で
あ
る
。

　

こ
れ
ら
の
よ
う
に
、
伊
勢
屋
が
雇
う
下
男
は
一
年
雇
用
で
、
給
金
は
四
両
か
ら
六
両
の
間
で
あ
っ
た
。

　

そ
れ
は
、「
御
新
宅
様
」
す
な
わ
ち
後
見
人
渡
辺
又
四
郎
の
下
男
も
同
様
で
、
こ
ち
ら
も
伊
勢
屋
が
管
理
し
て
い
た
。
慶
応
元
年
十
二

月
十
二
日
、
京
橋
元
数
寄
屋
町
の
留
吉
を
請
人
と
す
る
文
七
は
、「
御
新
宅
下
男
」
と
し
て
五
両
の
給
金
で
召
し
抱
え
ら
れ
た
。
そ
の
内

の
二
両
は
「
取
替
金
」、
す
な
わ
ち
前
渡
し
の
契
約
金
と
し
て
文
七
に
渡
さ
れ
て
い
る
。

　

こ
の
「
御
新
宅
下
男
」
も
入
れ
替
わ
り
が
見
ら
れ
る
。

　

慶
応
元
年
七
月
一
日
、
直
七
に
「
永
之
暇
」
が
出
さ
れ
た
。「
万
事
家
法
相
背
候
」
と
い
う
の
が
解
雇
の
理
由
で
あ
っ
た
。
詳
細
は
わ

か
ら
な
い
が
、
前
借
り
し
た
給
金
を
返
済
し
て
い
な
い
こ
と
が
一
因
か
と
思
わ
れ
る
。
そ
の
額
は
「
金
弐
両
・
銀
六
匁
」
で
、
直
七
は
返

す
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
。
同
月
八
日
に
は
「
未
タ
他
家
奉
公
住
不
致
」
と
あ
り
、
次
の
奉
公
先
が
決
ま
ら
な
い
状
況
も
記
さ
れ
て
い
る
。

　

そ
し
て
、
早
く
も
同
月
十
日
に
後
任
候
補
者
の
面
会
が
行
わ
れ
、
翌
十
一
日
に
雇
用
者
が
決
ま
っ
た
。
常
七
と
い
う
人
物
で
、
年
五
両

の
奉
公
と
さ
れ
た
。
請
人
は
日
本
橋
の
本
材
木
町
万
吉
で
あ
る
。
し
か
し
同
月
二
十
七
日
、
こ
の
常
七
は
伊
勢
屋
の
女
中
に
家
へ
戻
る
と

伝
え
た
ま
ま
、「
出
奔
」
し
て
し
ま
っ
た
。
伊
勢
屋
は
そ
の
「
給
金
償
方
」
を
請
人
万
吉
に
請
求
し
て
い
る
。

　

ま
た
、「
御
新
宅
下
男
」
の
新
吉
が
、
慶
応
三
年
十
月
二
日
に
「
出
奔
」
し
た
。
四
日
後
、
伊
勢
屋
は
新
吉
の
請
人
松
五
郎
へ
「
給
金

渡
過
分
」
を
請
求
す
る
一
方
で
、
小
石
川
御
箪
笥
町
の
藤
五
郎
を
請
人
と
す
る
友
吉
を
雇
用
し
た
。
友
吉
の
給
金
は
一
年
四
両
で
、
そ
の

中
か
ら
「
取
替
金
」
一
両
を
渡
し
て
い
る
。

　

こ
う
し
た
下
男
の
請
人
と
交
渉
を
す
る
の
が
、
手
代
の
役
割
で
あ
っ
た
。
特
に
筆
頭
手
代
の
七
五
郎
が
対
応
し
た
事
例
が
多
い
。
慶
応
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二
年
七
月
五
日
の
よ
う
に
、
手
代
文
蔵
が
下
男
雇
用
の
た
め
に
「
下
町
」
へ
出
向
く
こ
と
も
あ
っ
た
。

　

下
男
の
中
に
は
伊
勢
屋
の
「
夜や

番ば
ん

」
と
し
て
雇
用
さ
れ
る
者
も
い
た
。
夜
間
の
警
備
な
ど
が
役
割
で
あ
ろ
う
。
慶
応
二
年
八
月
二
日
の

記
事
を
示
す
。

【
史
料
５
】

一
、
夜
番
勤
源
助
ト
申
下
男
永
暇
願
出
候
ニ
付
、
願
之
通
昨
日
永
暇
差
出
、
四
ヶ
年
も
相
勤
候
由
、
別
段
金
弐
百
疋
差
遣
、
是
迄
給

分
不
残
勘
定
相
立
、
引
取
一
札
取
之
、
昨
日
下
宿
可
致
処
、
大
雨
ニ
付
一
夜
止
宿
願
、
今
朝
下
宿
、

　

こ
れ
ま
で
「
夜
番
勤
」
を
し
て
い
た
下
男
の
源
助
が
、
自
ら
「
永
暇
」
を
願
い
出
し
た
。
勤
務
年
数
が
「
四
ヶ
年
」
に
及
ん
だ
こ
と
も

判
明
す
る
。
他
の
下
男
同
様
、
一
年
契
約
の
雇
用
で
あ
っ
た
と
思
わ
れ
る
の
で
、
更
新
が
繰
り
返
さ
れ
た
の
で
あ
ろ
う
。

　

伊
勢
屋
は
そ
の
功
労
と
し
て
、
給
金
を
す
べ
て
勘
定
し
た
の
に
加
え
、
特
別
に
「
金
弐
百
疋
」
を
与
え
て
い
る
。
ま
た
、
本
来
は
こ
の

前
日
に
「
下
宿
」、
す
な
わ
ち
実
家
に
帰
る
予
定
で
あ
っ
た
が
、
大
雨
の
た
め
伊
勢
屋
に
一
日
止
宿
し
て
い
る
。
い
わ
ば
円
満
退
職
で
あ

る
が
、
必
ず
し
も
そ
の
よ
う
な
者
ば
か
り
で
は
な
い
。

　

慶
応
三
年
正
月
二
十
四
日
、「
御
家
風
ニ
不
叶
候
」
と
い
う
理
由
で
夜
番
伊
助
が
解
雇
と
な
っ
た
。

　

同
月
二
十
八
日
に
は
、
夜
番
右
三
郎
に
も
「
永
之
暇
」
が
申
し
渡
さ
れ
て
い
る
。
右
三
郎
の
場
合
は
、
前
年
の
七
月
二
十
一
日
に
一
年

契
約
・
給
金
四
両
で
召
し
抱
え
ら
れ
た
ば
か
り
で
あ
っ
た
。

　

続
け
て
解
雇
さ
れ
た
伊
助
と
右
三
郎
の
請
人
は
、
い
ず
れ
も
神
田
三
河
町
の
伝
蔵
と
い
う
人
物
で
あ
る
。

　

二
人
が
店
を
去
っ
て
か
ら
五
ヶ
月
後
の
慶
応
三
年
六
月
、
銀
蔵
を
夜
番
と
し
て
年
五
両
で
雇
う
こ
と
が
決
ま
っ
た
。
小
石
川
御
箪
笥
町

に
居
住
す
る
請
人
の
鉄
右
衛
門
と
、「
人
主
」
の
同
町
兵
蔵
、
そ
し
て
銀
蔵
本
人
が
「
御
目
見
」（
面
接
）
を
受
け
る
た
め
に
伊
勢
屋
を
訪

れ
た
。「
人
主
」
は
戸
主
を
意
味
し
、
銀
蔵
は
兵
蔵
を
戸
主
と
す
る
家
族
の
一
人
で
、
小
日
向
三
軒
町
に
至
近
の
小
石
川
御
箪
笥
町
で
暮
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ら
し
て
い
た
の
で
あ
る
。

　

そ
の
四
日
後
、
伊
勢
屋
の
手
代
七
五
郎
が
銀
蔵
の
請
人
鉄
右
衛
門
を
訪
ね
、
銀
蔵
の
雇
用
契
約
が
交
わ
さ
れ
て
い
る
。
こ
こ
で
も
、
七

五
郎
の
下
男
雇
用
に
関
す
る
役
割
が
確
認
で
き
る
。

　

銀
蔵
を
雇
用
し
た
慶
応
三
年
六
月
十
七
日
に
は
、
次
の
よ
う
な
記
事
が
見
ら
れ
る
。

【
史
料
６
】

　
　

一
、
出
入
之
者
治
郎
右
衛
門
外
三
人
之
者
、
去
月
九
日
よ
り
夜
番
相
頼
候
為
挨
拶
金
弐
両
遣
ス
、

　

伊
勢
屋
の
「
出
入
之
者
」
四
名
に
対
し
、
夜
番
を
担
っ
て
も
ら
っ
た
際
の
礼
金
を
渡
し
て
い
る
の
で
あ
る
。
伊
助
と
右
三
郎
を
解
雇
す

る
な
ど
人
手
不
足
と
な
り
、
銀
蔵
を
雇
う
ま
で
、
一
時
的
に
「
出
入
之
者
」
へ
夜
番
勤
の
協
力
を
依
頼
し
て
い
た
の
で
あ
ろ
う
。

（
２
）
少
年
と
女
中

　

次
は
「
少
年
」
と
記
さ
れ
る
者
た
ち
で
あ
る
。

　
「
日
記
」
に
は
鎮
三
郎
・
信
吉
・
竹
蔵
・
鉱
次
郎
（
幸
治
郎
）・
由
蔵
の
五
人
を
確
認
で
き
る
。
彼
ら
の
中
で
は
、
鎮
三
郎
が
格
上
の
立

場
に
あ
っ
た
と
思
わ
れ
る
。
年
齢
や
奉
公
年
数
が
上
な
の
で
あ
ろ
う
。

　

慶
応
元
年
七
月
十
五
日
に
信
吉
・
鉱
次
郎
・
由
蔵
、
翌
十
六
日
に
鎮
三
郎
と
竹
蔵
に
「
御
隙
」、
す
な
わ
ち
一
時
休
暇
が
与
え
ら
れ
た
。

【
史
料
７
】

少
年
信
吉
終
日
御
隙
被
下
、
下
宿
為
致
候
ニ
付
、
御
仕
着
木
綿
紺
藍
を
ぐ
さ
嶋
単
物
壱
・
手
拭
一
・
下
帯
一
・
雪
踏
・
鼻
紙
・
青
銅

弐
拾
疋
添
被
下
候
、
同
鑛
次
郎
同
断
ニ
付
、
木
綿
紺
地
鼠
白
子
持
竪
嶌
一
・
其
外
同
断
被
下
候
、
同
由
蔵
同
段
ニ
付
、
木
綿
紺
地
藍

弐
筋
嶋
単
物
一
・
其
外
同
断
被
下
候
、
夕
刻
帰
、
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【
史
料
８
】

鎮
三
郎
終
日
御
隙
被
下
、
下
宿
致
し
候
ニ
付
、
御
仕
着
木
綿
紺
地
藍
弐
筋
嶋
単
物
壱
・
金
五
拾
疋
・
手
拭
・
下
帯
・
雪
踏
等
被
下
候
、

幼
年
竹
蔵
右
同
断
ニ
付
、
御
仕
着
木
綿
紺
鼠
剥
毛
目
嶋
単
物
壱
・
青
銅
弐
拾
疋
・
其
外
右
同
断
被
下
候
、
夕
刻
帰
、

　

七
月
十
五
日
が
【
史
料
７
】、
十
六
日
が
【
史
料
８
】
で
、
そ
れ
ぞ
れ
の
実
家
に
帰
る
「
少
年
」
た
ち
に
は
、
伊
勢
屋
か
ら
諸
品
が
下

賜
さ
れ
た
。
反
物
や
手
拭
い
、
下
帯
、
雪
駄
な
ど
で
、
金
銭
も
与
え
ら
れ
て
い
る
。
他
の
四
名
は
「
青
銅
弐
拾
疋
」
ず
つ
で
あ
る
が
、
鎮

三
郎
の
み
は
「
金
五
拾
疋
」
で
あ
っ
た
。

　

な
お
、
慶
応
二
・
三
年
も
「
御
隙
」
に
よ
る
「
下
宿
」
を
確
認
で
き
る
。
い
ず
れ
も
「
少
年
」
た
ち
は
同
じ
日
の
夕
刻
に
伊
勢
屋
へ
戻
っ

て
き
て
い
る
。
つ
ま
り
、
実
家
へ
日
帰
り
可
能
な
地
域
か
ら
、「
少
年
」
の
奉
公
人
を
選
ん
で
い
た
と
考
え
ら
れ
る
。

　
「
日
記
」
は
女
中
に
つ
い
て
も
記
し
て
い
る
が
、「
少
年
」
同
様
の
「
御
隙
」
や
、
伊
勢
屋
の
家
族
が
外
出
す
る
際
の
「
御
供
」
の
こ
と

な
ど
が
見
ら
れ
る
程
度
に
過
ぎ
な
い
。

　

女
中
の
「
御
隙
」
は
、「
し
ん
」
と
「
み
ち
」
の
例
が
あ
り
、
い
ず
れ
も
三
日
間
の
「
下
宿
」
が
認
め
ら
れ
て
い
る
。「
み
ち
」
の
母
親

が
伊
勢
屋
を
訪
れ
た
際
に
、
そ
の
ま
ま
止
宿
し
た
例
も
あ
る
。

　

ま
た
、
か
つ
て
奉
公
し
て
い
た
女
中
が
、
伊
勢
屋
を
訪
ね
て
く
る
こ
と
も
あ
っ
た
。
そ
の
一
人
、「
き
く
」
は
再
び
伊
勢
屋
に
雇
用
さ

れ
て
い
る
。「
ろ
く
」
の
場
合
は
、
伊
勢
屋
の
親
戚
町
人
と
思
わ
れ
る
甚
五
郎
が
病
気
で
あ
っ
た
た
め
、
そ
の
手
伝
い
を
伊
勢
屋
か
ら
依

頼
さ
れ
て
い
る
。

　

一
方
、
前
年
ま
で
女
中
を
し
て
い
た
「
せ
き
」
は
、
御
機
嫌
伺
い
に
来
訪
し
た
が
、
伊
勢
屋
側
か
ら
断
ら
れ
て
い
る
。
何
か
の
出
来
事

が
あ
っ
て
解
雇
さ
れ
て
い
た
の
で
あ
ろ
う
。
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お
わ
り
に　

―「
一
統
」
と
「
出
入
之
者
」―

　

冒
頭
の
史
料
で
示
し
た
通
り
、
慶
応
二
年
十
二
月
段
階
の
伊
勢
屋
は
「
家
内
人
数　

弐
拾
三
人
」
で
あ
っ
た
。
こ
の
二
十
三
人
は
奉
公

人
の
数
と
考
え
ら
れ
、
内
訳
は
番
頭
一
人
、
手
代
三
人
、
下
男
八
人
前
後
、
少
年
五
人
、
女
中
六
人
前
後
と
推
定
さ
れ
る
。
番
頭
は
梅
田

村
細
井
家
の
出
身
で
、
伊
勢
屋
内
に
居
住
し
て
い
る
。
一
方
、
手
代
は
近
く
か
ら
通
勤
を
し
て
い
た
。
ま
た
、
下
男
は
交
代
が
多
く
、
一

年
で
五
両
前
後
の
雇
用
と
な
っ
て
い
た
。
少
年
や
女
中
の
「
御
隙
」
も
確
認
す
る
こ
と
が
で
き
た
。

　

伊
勢
屋
は
こ
う
し
た
奉
公
人
に
対
し
、
季
節
の
行
事
な
ど
に
合
わ
せ
て
、
酒
や
肴
を
振
る
舞
っ
て
い
た
。

　

例
え
ば
、
慶
応
元
年
七
月
七
日
に
「
七
夕
之
御
祝
儀
無
滞
相
済
、
入
夜
、
一
統
江
御
酒
肴
被
下
候
」
と
あ
る
。
正
月
七
日
の
「
七
種
」、

五
月
五
日
の
「
端
午
」
や
九
月
九
日
の
「
重
陽
」、
ま
た
「
初
午
」
や
「
月
見
」
な
ど
の
際
も
同
様
で
、
い
ず
れ
も
「
一
統
」
へ
の
振
る

舞
い
が
行
わ
れ
た
。
番
頭
や
手
代
が
「
日
記
」
に
記
し
た
「
一
統
」
は
、
下
男
や
女
中
な
ど
奉
公
人
す
べ
て
を
含
む
と
考
え
ら
れ
る
。

　

慶
応
三
年
四
月
十
七
日
の
「
権
現
様
御
祭
礼
」（
徳
川
家
康
の
命
日
）
や
同
年
九
月
十
五
日
の
「
田
中
八
幡
宮
御
祭
礼
」（
現
在
の
小
日

向
神
社
）
で
は
、
奉
公
人
に
赤
飯
が
配
ら
れ
た
。

　

こ
れ
ら
は
「
入
夜
」
が
多
く
、
店
を
閉
め
て
か
ら
奉
公
人
へ
酒
肴
が
与
え
ら
れ
た
の
で
あ
る
。

　

一
方
、
先
に
述
べ
た
通
り
、
夜
番
を
担
う
下
男
が
不
足
し
て
い
た
際
、
そ
の
役
割
を
「
出
入
之
者
」
に
一
時
委
任
す
る
事
例
が
見
ら
れ

た
。
こ
の
「
出
入
之
者
」
に
つ
い
て
少
し
見
て
い
く
と
、
慶
応
元
年
七
月
二
十
八
日
、「
昨
夜
見
勢
大
掃
除
無
滞
相
済
、
御
酒
肴
被
下
候
、

出
入
之
者
都
合
七
人
罷
出
候
」
と
記
さ
れ
て
い
る
。「
見
勢
」（
店
）
の
大
掃
除
を
手
伝
っ
て
く
れ
た
「
出
入
之
者
」
七
人
に
、
伊
勢
屋
は

酒
肴
を
振
る
舞
っ
た
。
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同
年
十
一
月
十
五
日
に
は
、「
出
入
之
者
、
治
郎
右
衛
門
外
八
人
」
へ
金
銭
を
与
え
て
い
る
。
こ
れ
は
前
夜
に
大
塚
で
火
事
が
起
き
た
際
、

伊
勢
屋
へ
駆
け
付
け
た
者
た
ち
で
あ
っ
た
。
治
郎
右
衛
門
は
夜
番
勤
の
礼
金
を
受
け
取
っ
た
人
物
で
も
あ
る
。

　

さ
ら
に
十
二
月
十
九
日
に
は
「
餅
搗
之
嘉
儀
」
が
行
わ
れ
、「
出
入
之
者
次
郎
右
衛
門
外
八
人
」
に
酒
が
振
る
舞
わ
れ
た
。
伊
勢
屋
の

奉
公
人
は
「
出
入
之
者
」
と
と
も
に
餅
搗
き
を
し
て
い
た
の
で
あ
る
。

　

こ
の
行
事
は
十
二
月
十
九
日
が
恒
例
だ
っ
た
よ
う
で
、
慶
応
二
年
の
同
日
に
は
「
例
年
之
通
、
出
入
之
者
罷
出
、
餅
搗
無
滞
相
済
」
と

記
さ
れ
て
い
る
。
し
か
も
、「
骨
折
」
で
あ
っ
た
と
し
て
、「
治
郎
右
衛
門
・
八
右
衛
門
・
瀧
次
郎
・
民
次
郎
・
市
五
郎
・
金
太
郎
・
喜
三

郎
、
都
合
七
人
」
に
金
銭
が
与
え
ら
れ
た
。

　

彼
ら
の
名
前
を
手
掛
か
り
に
「
日
記
」
を
確
認
し
て
み
る
と
、
職
業
が
わ
か
る
者
も
い
る
。
例
え
ば
、
瀧
次
郎
は
大
工
、
治
郎
右
衛
門

と
市
五
郎
は
左
官
、
鉄
太
郎
は
植
木
屋
で
あ
っ
た
。

　

さ
ら
に
、「
大
塚
町
左
官
市
五
郎
」
や
「
関
口
水
道
町
大
工
瀧
次
郎
」
と
い
う
記
述
か
ら
は
、
居
住
地
も
判
明
す
る
。
大
塚
町
も
関
口

水
道
町
も
、
小
日
向
三
軒
町
に
近
い
。
伊
勢
屋
「
出
入
之
者
」
は
、
近
隣
の
町
人
た
ち
で
構
成
さ
れ
て
い
た
と
推
測
で
き
る
。「
左
官
市

五
郎
」
と
「
八
百
屋
角
二
郎
」
は
、
大
塚
町
で
火
事
が
あ
っ
た
慶
応
元
年
十
月
一
日
、
伊
勢
屋
か
ら
施
行
金
が
渡
さ
れ
て
い
る
の
で
、
八

百
屋
の
角
二
郎
も
大
塚
町
の
居
住
と
見
て
間
違
い
な
い
だ
ろ
う
。

　

小
日
向
三
軒
町
の
伊
勢
屋
は
、
近
隣
に
居
住
し
て
い
た
大
名
・
旗
本
に
と
っ
て
金
銭
貸
借
の
関
係
で
、
周
囲
の
町
人
に
と
っ
て
雇
用
や

出
入
の
上
で
重
要
な
存
在
だ
っ
た
の
で
あ
る
。


